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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・ボイラー復旧までの間、他病棟の浴室を月･水･金（15：00～17：00）に借りる予定です。

　なお、東病棟の浴室を借りる時は、14：00に東病棟へ行き、お湯を出してください。

・洗面所の２槽式洗濯機の脱水ができなくなったため、1/4（水）修理伝票を出しています。

＜患者様連絡事項＞

・古川　富蔵様～1/4(水)20：30、体温38.9℃あり当直医に報告。アンヒバ座薬（200）処方

　　　　　　　　とインフルエンザの検査を行っています。結果は陰性となっています。

　　　　　　　　21：30、ソリタT3　500ML処方となり、点滴開始。同時にクーリング行ってい

ます。本日7：00の検温で、37.8℃。11：00の検温では、36.5℃となっていま

すが、作業･リハプロは本日も休みとします。食事、水分ともに摂れているので、

引き続き水分補給の促しをして症状の観察をしていきましょう。また、喫煙は

ひかえるように本人に伝えていきましょう。

・田名部浩平様～1/7～1/9までの外泊は許可となっています。

・滝澤　久江様～1/8の外出は許可となっています。　　　　　　　　

＜注目患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・上村　みわ様～足の違和感を訴えていますが、幻覚、幻聴に左右された言動は目立つことなく、各プログラムへ参加できています。引き続き様子観察をしていきましょう。

・浅野　秀子様～前日は入浴後、他者への威嚇行為や奇声、放歌がみられていましたがトラブルとはならず経過しています。本日1：00に覚醒し、洗髪を始めています。他者への迷惑となる事伝えていますが、理解できた様子なくそのまま不眠となっています。本日のプログラム参加状況は落ち着いた様子で、目立った気分変動はありません。日課・プログラムの取り組み状況、睡眠状況の観察・確認を行っていきましょう。また、センナリド（下剤）4Tから2Tへ減薬となっている事から排便の状況と隠れ飲水に注意していきましょう。

・布施　邦雄様～「預けたおやつのなかに、腐るものはないか。」とスタッフへたずね、みかんを2個受け取り食べています。落ち着いた様子みられ、食事も全量摂取できています。引き続き精神症状の観察をしていきましょう。

＜皮膚科診察＞

・田名部浩平様～背部湿疹あり、デルモゾールG軟膏塗布の指示出ています。

・平　勝利　様～背部に発赤疹（感染瘡）あり、アズクロ塗布、サワシリン（250・陽性、陰性菌に作用）３×２T処方となっています。

＜安ヶ平Drケース検討・診察状況＞

･赤坂　順市　様～本日、主治医によりハロマンス（精神神経用剤）100ｍｇを右上腕部に筋肉注射施行しています。また、主治医から注射から内服に変更する促しに対し、迷いがあるため来週の診察日までに返答することとなっています。

・小笠原　禮子様～肛門部疼痛等を訴えていること主治医へ報告しています。「毎日のように出っ張っています。痛くない時と痛い時があります。」と話されています。

　　　　　　　　　ネリプロクト軟膏（痔疾用剤）が処方となっています。予測指示にて痛い時ネリプロクト軟膏挿入の指示1月5日～19日まで出ています。

・法霊崎　恵子様～外泊中の様子について、一人でいることが多く対話もなかったこと主治医へ情報提供しています。

・大上　なみ　様～レストラン手洗い場にて、義歯を洗っていること主治医へ情報提供しています。主治医より今後もそういった行為はしないよう話され、了解しています。レストランに付いたスタッフは注意観察していきましょう。

・上村　みわ　様～妄想発言続いているが、行動化とならずに、プログラムや作業に参加できている事、主治医へ情報提供しています。診察時においても、「７日退院になってますが、どういうもんでしょうか。寝ても寝ても伸びないんです。」と話されています。日中の活動を促し臥床傾向とならないよう介入し、引き続き症状の観察を行っていきましょう。

＜症例検討会＞

・坂本　秀男　様（63）主：統合失調症　　任意入院　　当院1回目

【キーパーソン】保護者は兄様だが、面会、連絡等はその息子様（甥）夫婦が対応している。

【入院の経緯】

三戸郡福地村にて出生。おとなしい性格であった。大学卒業後、自衛隊に入隊するが４年で除隊する。その後、滋賀県にて紡績工場に勤務するも、人員整理により退職、帰郷する。帰郷後は、兄様宅で酪農の手伝いをしていたが、トイレに篭って訳の分からない言葉を発したり、賭博癖がないのにパチンコ店に通い出したりしている。易怒的となり、物を振り回す行為が繰り返されたため、H６年当院へ医療保護入院となっている。

【ご家族の希望】

本　人：家族との交流を図る。

保護者：家族間で話し合い、年明けには伝えるとのこと。（昨年12月の面会時）

【現在の問題点と改善点】

①新しいものに抵抗、動揺をみせる。

→作業療法中、同じパズルを完成させずに繰り返し取り組んでいる。

②家族交流。

→以前よりは交流できており、サポートもあるが、退院後自宅への復帰は困難。

　兄様と不仲であったが、現在の状況はどうなっているのか確認する必要がある。

③対人交流が苦手。

→決まった相手との交流に留まっている。

④検査で異常値あり。

→LDが256となっている。歩行運動と食事療法を行い効果が出てきている。買物の回数と買った物の内容の把握をしていく。服薬は自己管理し、血圧測定値は安定している。

【今後、必要と考えられる支援】

・退院後、青山荘（デイケア）への入所を経て、単身生活を目指す。

・ご家族との関係改善。

・現金の所持を、金融機関へ預けるようにする。

・公共機関の利用。

・疾病教室を行って、病識の確認をしていく。






















